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ぶらり散歩で思わぬ発見 
――高野山真言宗 願成寺にて 

植えられた樹木の調和が美しくて、通るたびに気

になっていた願成寺さんを訪れて境内を見せてもら

いました。創建が約 600 年前と言われています。桜、

イチョウ、芭蕉等の木々に清涼感が漂います。 

お寺に入るとすぐ右手にお地蔵様が 3 体並んでい

ます。藤棚にあった延命地蔵尊、岩亀横丁にあった

子育て地蔵尊、そして願成寺の日限地蔵尊が合祀さ

れています。日限地蔵尊とは、百日参りのように、日を限ってお参りすると願いを叶えてくれる

意味なのだそうです。 

 境内には平沼亮三の他、たくさんの地元名士のお墓が並んでいますが、奥の方へ入ると気に

なるお墓を発見しました。横浜開港間もない 1860 年代に二つの大きな事件が起きました。一つ

は「鎌倉事件」と言われる、鎌倉八幡宮そばの茶屋でイギリス士官 2名を斬殺、いわゆる維新の

志士と言われた清水清治，間宮一のお墓、もう一つは「フランス水兵殺害事件」と言われる、関

内にあった遊郭で乱暴を働いていたフランス水兵を殺害

した鳶職の亀吉（通称小亀）のお墓です。当時は「よくや

った、正義を行った」と言う声も多かったそうで、今でも

お花や、線香をあげている方がおられます。  

ところで願成寺さんの日限地蔵尊縁日は昭和初期から

続いているのを知っていましたか？そして、私の記憶では

昭和 50 年代ごろは 4 と 9 のつく日が縁日でした。その頃

はあまりの混雑に必死に我が子の手を引いていたことを

思い出します。                 （Ｆ） 

 

伝統のへそ祭り １１月３日 

 ことしの伝統のへそ祭りは１１月３日です。藤棚１番

街の米山理事長は「今年は区

制７０周年でもあり、にぎや

かにお祝いしたい。へそ祭り

の『へそ』の名に恥じないお祭りにしていくつも

りです。」と抱負を語ってくれました。 
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仁木三味線 

するようになりました。 

実は仁木さんは、７年前までは本格的には弾いていなかったので、一念発起して先生に師

事し、２００９年にはＮＨＫの紅白で細川たかしのバックバンドとして望郷じょんからを演

奏するまでになりました。今では三味線の組み立て完成後は音色の微調整に神経を使うと言

います。 

また、お店の仕事の一環として、自ら三味線教室を開き、三味線の構え方、持ち方、そし

てバチのたたき方を教えながら、生徒さんには「ぜひ三味線を弾く面白さを感じて欲しい」

と、年一回の生徒さんが発表するイベントを楽しみにしているそうです。 

問い合わせ：仁木さん 713-4319                       （Ｆ） 

 

以前に藤棚商店街のイベントで津軽三味線を演奏した仁木武志さん

のお店を訪問しました。 

仁木さんはおとうさんから三味線の製作と修理のお店を引き継いで

１０年経ちました。記者の質問に、三味線を弾きながら答えてくれまし

たが、他の楽器にはない音の迫力に圧倒され、このままずっと聞いてい

たい気分になりました。基本的に三味線の製造を行いながら、今は修理

が主な仕事です。自分で弾くようになってからは、さらに音を深く追求 

昔と今 

神中坂の夏 

そこから藤棚交差点に下

る道を「神中坂」と呼びます 

ワンピースと日傘の白が

眩しい夏の太陽を反射して

います。       （Ｆ） 

昭和20年5月の大空襲で燃

えるまで神奈川県立第一中学

校（現希望が丘高等学校があ

りました。 

１０月３１日 

藤棚商店会の有志 

15:30～18:00 

サンモール西横浜商店街 

    15:30 から 

ハローウィン ゲートボール  

 みなとみらい杯第２７回 

１０月４日、戸部公園

で２８チームが参加、川

崎市のチーム、チャン

ス・メーカーが優勝。 

健民まつり１０月１２日 

第２地区／西前小 

第３地区 
／稲荷台小 
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  藤棚地域は商店街を初めとしていつも清潔な印象があります。今

回はその気持ちの良い街を実現するためにまちのゴミを拾っている、

久保町にお住まいの山崎日出樹さんを訪ねました。 
山崎さんは、毎朝５時４０分くらいから６時２０分くらいまで雨の

日は除いてほぼ毎日、通称へび坂を中心に地域と商店街にかかる道の

ゴミを拾っています。自分の健康のために道の掃除を始めようと思っ

て、もう１０年位やっているそうです。 
ある朝、記者も同行させてもらいました。タバコのポイ捨てが目立

ちます。ジュースの空き缶やおにぎりのビニール袋もありました。枯

葉は自然の趣があったりするので残しておきます。周辺の

地区でもゴミを拾う人を見かけるようになって、１０年前

とくらべると随分きれいになってきたそうです。通る人と

挨拶を交わすのも嬉しいと言います。 
 元建築家の山崎さんは、地域の久保町第一親和会の副会

長や民生委員、青少年指導員を務めるかたわら、食事会（赤

い靴）、シニア体操（はつらつクラブ）でも活躍されてい

ます。 
    
       
     
 
 
 
 
         
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

この町、この人 ゴミ拾いで清潔なまち 山崎日出樹さん 

西区虫の音を聞く会 

８月 23日に掃部山公園 

 

彦 根

鉄砲隊

による

勇壮な 

祝砲→ 

←親交を深めた、にしまろ

ちゃんと、ひこにゃん 

自転車と歩行者はともだち！  自転車専用道路 

気軽に乗れる自転車が見直されてきて、あちこちに自

転車専用道路もできてきました。 
みなとみらいの国際大通りには、西区の臨港パーク交

差点から中区新港町のサークルウォーク交差点までの両

車線に水色の線で示された自転車専用道路があります。 
 この線の上に自動車を止めることはできません。まだ

あまり知られていないためでしょうか、ある日曜日の午

後、この線を走る自転車は見かけませんでした。でも走

る自転車を想像するとわくわくします。 

←＜オープニング＞ 
横浜国大付属 
「和太鼓同好会」 
の演奏 

↑Ｈ＆Ｆ 
チョコバナナ！ 

↑「あすなろ」

による朗読 
“三方一両損” 

西中の傍→ 
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いざという時の役割は？ 

  前向きな住民の防災訓練――第３地区 
 ９月５日９時３０分、生憎の雨にもかかわらず防災訓練

が行われた会場の稲荷台小学校にはおよそ２００名の地域

の方がたが次々と集まってきました。 
 冒頭に天笠連合町内会長が「いざという時には、まずそ

れぞれの一時避難場所に集まってから、地域防災拠点のこ

こに集りましょう。きょうは通信機のテスト、受水槽の操

作の体験とスタンドパイプのデモをします」と挨拶。平井

稲荷台小学校長は「子どもたちにも自助、共助の力を育てています」と地域の力をアピールしま

した。 
受水槽の操作は「大事なのは、水とトイレ」という関口久保町第４自治会長の指導で住民の方

が体験しました（写真下）。 
 地域の福祉団体「みらい工房西」

の人たちは、会場の床に輪になっ

てランタンのチェックと充電を担

当しました。また、住民の方は「役

員がいないときにも役割がわかる

ようにしたい」と前向きで、地域

が 一 体 に

な っ た 感

じ の 防 災

訓 練 で し

た。 
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朝日湯 
体をあたため 

こころをほぐす 

中央二丁目４４－６ 

TEL３２１－５４７２ 

営業時間１５時－２３時 


